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第２部 今後５年間に実施すべき教育上の方策
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就学前 義務教育 高等学校等 大学等

（２）未来への飛躍を実現する人材の養成

（３）学びのセーフティネットの構築

（４）絆づくりと活力あるコミュニティの形成

Ⅱ　４つの基本的方向性を支える環境整備

Ⅲ　東日本大震災からの復旧・復興支援

第２期教育振興基本計画における成果目標や基本施策の体系イメージ

基盤整備

キャリア・職業教育，
就職支援

新たな価値を創造する
人材

グローバル人材

安全・安心

学習支援・再チャレンジ

教育費負担軽減

家庭教育支援

ガバナンス

学習を通じたコミュニティ
形成・コミュニティによる
学習支援

Ⅰ　４つの基本的方向性に基づく方策

教育内容・方法，
教職員（質）

質保証

（１）社会を生き抜く力の養成

生涯学習（社会教育・家庭教育等）

学校教育

成果目標７：安全・安心な教育研究環境の確保

成果目標１：生きる力の確実な育成

成果目標５：社会全体の変化や新たな価値を主導・創造する人材等の養成

成果目標６：意欲ある全ての者への学習機会の確保

成果目標２：課題探求能力の修得

成果目標８：互助・共助による活力あるコミュニティの形成

成果目標４：社会的・職業的自立に向けた能力・態度の育成等

【施策１】教育内容・方法の充実 新学習指導要領、ＩＣＴの活用、高校教育の改善・充実、復興教育 等

【施策８】大学教育の質的転換
教学マネジメントの改善（シラバスの充実、教員の教育力向上など）、
学修支援環境の整備（ＴＡ等の充実、ＩＣＴを活用した双方向型授業、
図書館の機能強化）、大学院教育の改善・充実 等

【施策１２】

学習の質の保証、学習成果の評価・活用
民間教育事業者における評価・情報公開促進 等

【施策３０】 社会教育推進体制の強化
地域の様々な主体との連携・協働による地域課題
解決への支援

※成果目標１～８の全体に関係

【施策１１】
現代的・社会的課題に対応した学習等
男女共同参画学習、人権、環境、消費者、防災に

関する学習、自立した高齢期を送るための学習、
持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ）、
体験活動・読書活動 等

成果目標３：自立・協働
創造に向けた力の修得

【施策２】豊かな心の育成
道徳、生徒指導、いじめ・暴力行為、体罰等への取組徹底、伝統・文化教育（文化芸術体験等）、体験活動 等

【施策３】健やかな体の育成 学校保健、学校給食、食育、スポーツ 等

【施策４】教員の資質能力向上 養成・採用・研修の一体的改革、適切な人事管理 等

【施策５】幼児教育の充実
幼児教育の質の向上、
幼児教育・保育の総合的提供 等

【施策６】特別なニーズに対応した教育 合理的配慮の基礎となる環境整備、海外で学ぶ子ども・帰国児童生徒・外国人の子どもへの教育環境の整備 等

【施策７】検証改善サイクルの確立 全国学力・学習状況調査、高校段階の学習の到達度を把握する仕組み 等 【施策９】教育の質保証 大学情報の発信、大学評価改善 等

【施策１０】柔軟な教育システムの構築 学校段階間の連携・接続、学制の在り方の検討、点からプロセスによる質保証（入試改革等） 等

【施策１３】キャリア教育・職業教育、社会への接続支援、中核的専門人材・高度職業人の育成 体系的・系統的なキャリア教育の充実、学校横断的な職業教育の推進、社会人が学びやすい学習システムの構築、学生への就職支援体制強化 等

【施策１４】多様で高度な学習機会等の確保 高専機能強化、ＳＳＨ、科学の甲子園 等
【施策１５】卓越した教育研究拠点の形成 大学院の機能強化 等

【施策１６】外国語教育、双方向の留学生交流・国際交流、大学等の国際化 外国語教育の抜本的強化、留学支援、秋入学に係る環境整備を含む大学等の国際化に向けた支援 等

【施策１７】教育費負担の軽減 幼児教育無償化への取組、義務教育段階の就学援助の実施、低所得世帯等の高校生への修学支援の充実、奨学金の充実、授業料減免 等

【施策１８】学習や社会生活に困難を有する者への教育支援 へき地や過疎地域等の学習環境整備、学校とハローワーク・地域若者サポートステーションとの連携 等

【施策１９】教育研究環境の整備や安全に関する教育など児童生徒等の安全の確保 学校施設の耐震化、非構造部材の耐震対策を含む防災機能強化、老朽化対策、安全教育の推進、地域社会・家庭・関係機関と連携した学校安全の推進 等

【施策２０】活力あるコミュニティ形成に向けた学習環境・協働体制整備
学校支援地域本部・放課後子ども教室、学校・公民館等を拠点にした地域コミュニティ形成、地域とともにある学校づくり（コミュニティ・スクール等）、地域スポーツクラブ育成、大学等における生涯学習機能の強化 等

【施策２１】ＣＯＣ構想 地域コミュニティの中核的存在としての大学機能強化 等

【施策２２】豊かなつながりの中での家庭教育支援 コミュニティの協働による家庭教育支援、課題を抱える家庭への支援、生活習慣づくりの推進 等

【施策２６】大学におけるガバナンスの機能強化

【施策２７】大学の機能強化（機能別分化）の推進

【施策２８】大学等の財政基盤の確立・施設整備
国立大学運営費交付金や私学助成の確実な措置、戦略的な施設整備 等

【施策２３】現場重視の学校運営・地方教育行政の改革
教育委員会の責任体制確立に向けた抜本的改革、地方の主体性・創意工夫が活かされる地方教育行政の確立 等

【施策２４】きめ細かで質の高い教育に対応するための教職員等の指導体制の整備
学級規模及び教職員配置の適正化 等

【施策２９】私立学校の振興 公財政支援の充実 等

【施策２５】良好で質の高い学びを実現する教育環境の整備 エコスクール、ＩＣＴ教育環境、学校図書館 等

Ⅲ 東日本大震災からの復旧・復興支援

きずな
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４つの基本的方向性に基づく方策

４つの基本的方向性を支える環境整備 東日本大震災からの復興

１
No

生きる力の確実な育成

２
No

課題探求能力の修得

３
No

自立・協働・創造に
向けた力の修得

４
No

社会的・職業的自立
に向けた力の育成

５
No

新たな価値を創造する人材、
グローバル人材等の養成

６
No

意欲ある全ての者へ
の学習機会の確保

７
No

安全・安心な教育
研究環境の確保

８
No

互助・共助の活力ある
コミュニティの形成

●政策を効果的かつ着実に実施するためのＰＤＣＡサイクルの実践

●平成２５～２９年度までの５カ年間における具体的施策を提示

●国全体において目指すべき教育の水準、国自身が行う教育の施策を整理

２５

Ⅰ ４つの基本的方向性に基づく方策（本体Ｐ．３５～）
４つのビジョン、８のミッション、３０のアクション



１ 「生きる力」の確実な育成

変化の激しい社会を生き抜くことができるよう、｢生きる力｣※１を一人一人に確実に
身につけさせることにより、社会的自立の基礎を培う。また、一人一人の適性、進路等
に応じて、その能力を最大限伸ばし、国家及び社会の形成者として必要な資質を養う。

（確かな学力※２）
世界トップの学力水準を目指す。

（豊かな心）
豊かな情操や、他者、社会、自然・環境とのかかわり、 自らを律しつつ、共に生き
る力、主体的に判断し、適切に行動する力などをもつ子どもを育てる。
（健やかな体）
今後１０年間で子どもの体力が、体力水準の高かった昭和６０年頃の水準を上回
ることを目指すなど、生涯にわたってたくましく生きるために必要な健康や体力を養う。

No

社会を生き抜く力の養成

※１ 生きる力：いかに社会が変化しようと、自ら課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、行動し、
よりよく問題を解決する資質や能力など、「確かな学力」、「豊かな心」、「健やかな体」から成る力

※２ 確かな学力：①基礎的・基本的な知識・技能の習得、②知識・技能を活用して課題を解決するために
必要な思考力・判断力・表現力等、③学習意欲などの主体的に学習に取り組む態度２６



社会を生き抜く力の養成

成果指標例

①国際的な学力調査の平均得点を調査国中トップレベル
にする。あわせて、習熟度レベルの上位層の増加、下位
層の減少。
全国学力・学習状況調査における過去の調査との同一問
題における正答率の増加、無解答率の減少
②児童生徒の学習意欲の向上や学習習慣の改善
③幼・小・中・高等学校における障害のある幼児児童生徒に
対する個別の指導計画及び個別の教育支援計画の作成
率の増加

確かな学力

成果目標１ 「生きる力」の確実な育成２７

健やかな体

①体力の向上を確実にする（今後１０年間で子ども
の体力が昭和６０年頃の水準を上回ることを目指
す）。
②学校における健康教育・健康管理の推進
・健康の重要性を認識し、日常生活の実践に生かして
いる児童生徒の割合の増加
・学校保健委員会を設置する学校の割合の増加
・朝食を欠食する子どもの割合の減少
・学校給食における地場産物を使用する割合の増加①自分自身や他者、社会等との関わりに関する意識の向上

・学校のきまりを守っている児童生徒の割合の増加
・自分にはよいところがあると思う児童生徒の割合の増加
・人の気持ちがわかる人間になりたいと思う児童生徒の割合の増加
・将来の夢や目標を持っている児童生徒の割合の増加
・地域社会などでボランティア活動などに参加している児童生徒の
割合の増加など

②いじめ、不登校、高校中退者の状況改善（いじめの認知件
数に占める、いじめの解消しているものの割合の増加、全
児童生徒数に占める不登校児童生徒数の割合、高校中退
者の割合の減少など）（成果目標６に後掲）

豊かな心



・新学習指導要領の着実な実施とフォローアップ等
（言語活動、理数教育、外国語教育、情報教育等の充実）
・ＩＣＴの活用等による新たな学びの推進
・高等学校教育の改善・充実
・復興に向けた教育の推進
・社会的・職業的自立に向け必要な能力を育成するキャリア教育の充実
【基本施策１３に後掲】

・新学習指導要領の着実な実施とフォローアップ等
（言語活動、理数教育、外国語教育、情報教育等の充実）
・ＩＣＴの活用等による新たな学びの推進
・高等学校教育の改善・充実
・復興に向けた教育の推進
・社会的・職業的自立に向け必要な能力を育成するキャリア教育の充実
【基本施策１３に後掲】

成果目標１ 「生きる力」の確実な育成

基本施策１ 確かな学力を身に付けるための教育内容・方法の充実

社会を生き抜く力の養成

２８

・道徳教育の推進
・人権教育等の推進
・生徒指導体制及び教育相談体制の整備・・充実
・いじめ、暴力行為等の問題への取組の徹底
・学校における体験活動及び読書活動の充実
・伝統・文化等に関する教育の推進
・青少年を有害情報から守るための取組の推進
・新学習指導要領の着実な実施とフォローアップ【基本施策１の再掲】
・復興に向けた教育の推進【基本施策１の再掲】

・道徳教育の推進
・人権教育等の推進
・生徒指導体制及び教育相談体制の整備・・充実
・いじめ、暴力行為等の問題への取組の徹底
・学校における体験活動及び読書活動の充実
・伝統・文化等に関する教育の推進
・青少年を有害情報から守るための取組の推進
・新学習指導要領の着実な実施とフォローアップ【基本施策１の再掲】
・復興に向けた教育の推進【基本施策１の再掲】

基本施策２ 豊かな心の育成


